
日教組の第２次｢カンボジア教育支援｣

疆 s.1‘゛zi“　n台s a ゛ ji iza ¨

童･　　　　-･．　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　ｊ　　　　・－ｊａ
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　ーｙ

　
日
教
組
の
第
二
次
「
カ
ン
ボ

ジ
ア
教
育
支
援
」
調
査
団
（
十

四
人
）
の
中
四
国
代
表
と
し

て
、
県
教
組
総
社
吉
備
支
部
専

従
の
平
松
良
夫
さ
ん
（
一
言
）
‥
目
倉

敷
市
下
庄
＝
が
、
同
国
の
。
早

場
の
村
〃
を
訪
れ
て
学
校
一
棟
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を
贈
り
、
こ
の
ほ
ど
帰
国
し

だ
。
平
松
さ
ん
は
孚
ど
も
た

て
お
り
、
日
本
人
が
忘
れ
か
け

て
い
る
本
来
の
教
育
の
姿
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
話
す
。

一

一一

Ｅ

－

－
一

一
一
一

真
新
し
い
机
で
久
々
の
勉
強

み
ん
な
の
目
が
輝
い
て
い
た

　
小
学
校
を
贈
っ
た
の
は
、
バ

タ
ン
バ
ン
州
の
ク
オ
村
。
タ
イ

国
境
で
、
最
近
ま
で
ポ
ル

・

ポ

ト
派
の
勢
力
圏
だ
っ
た
。
一
行

は
二
月
中
旬
、
自
動
小
銃
を
抱
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贈
っ
た
新
校
舎
は
木
造
平
屋

の
五
教
室
。
屋
根
は
れ
ん
が
。

雨
期
に
飲
み
水
を
た
め
る
タ
ン

ク
と
、
ト
イ
レ
も
付
い
て
い

た
。
隣
の
ト
タ
ン
ぶ
き
の
元
小

学
校
は
戦
争
で
荒
れ
果
て
、
壁

か
は
が
れ
、
あ
ち
こ
ち
に
「
地

雷
注
意
」
の
張
り
紙
が
あ
っ
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え
た
政
府
軍
警
察
十
人
余
が
乗

る
ト
ラ
ッ
ク
に
護
衛
さ
れ
、
戦

車
が
行
き
交
う
バ
タ
ン
バ
ン
市

か
ら
、
４
Ｗ
Ｄ
車
で
十
キ
・
先
の

ク
オ
村
に
向
か
っ
た
。

－
－
－
－
１
１
１
１

だ
。
地
雷
は
、
同
国
に
三
百
万

個
も
埋
め
ら
れ
て
い
る
そ

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ
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村
人
が
総
出
で
出
迎
え
た
。

子
ど
も
た
ち
が
真
新
し
い
机
、
一

い
す
に
座
り
、
授
業
を
受
け

た
。
久
々
の
勉
強
で
、
み
今

な
、
目
が
輝
い
て
い
た
。
授
業

は
午
前
、
午
後
の
二
部
制
。
先

生
も
、
賃
金
が
生
活
費
の
四
分

の
Ｉ
な
の
で
、
半
日
を
ア
ル
バ

｛

イ
ト
こ
費
や
す
゜
同
州
を
ポ
ル

　
　
　
派
が
完
全
制
圧
し
て
い

　
　
　
七
五
－
七
九
年
、
先
生

一
七
万

１ ５ １
１
％
が
殺
さ
れ
た
と
い

一
う
。

　
贈
呈
式
の
後
、
政
府
軍
に
守

ら
れ
昨
年
学
校
を
贈
っ
た
、
さ

ら
に
奥
地
の
「
手
口
ｐ
ｏ
村
」

へ
。
屋
根
に
大
砲
を
付
け
た
戦

車
に
出
く
わ
し
、
銃
弾
痕
の
残

る
倉
庫
が
幾
つ
も
見
え
た
。

　
バ
タ
ン
バ
ン
市
か
ら
プ
ノ
ン

ペ
ン
ヘ
の
帰
途
は
、
内
務
省
の

　
「
車
は
危
険
」
と
い
う
判
断

で
、
飛
行
機
に
切
り
替
え
た
。

戦
闘
情
勢
は
刻
々
と
変
化
し
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
平
松
さ
ん
は
、
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
言
わ
れ
た
。
百
本

の
援
助
は
多
い
が
、
教
育
予
算

に
使
わ
れ
る
金
額
は
最
低
。
経

済
進
出
、
利
益
追
従
型
の
援
助

で
は
ダ
メ
だ
」
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

は
相
次
ぐ
戦
乱
で
、
十
五
歳
以

下
の
子
が
人
口
の
四
七
％
（
三

百
九
十
万
人
）
を
酉
め
る
。
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